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解 説

1. 薬剤関連PMLを発生する可能性のある医薬品を表１に示す

2. Natalizumab関連PMLの治療

薬剤中止と血液浄化療法（PP）

3. Fingolimod関連PMLの治療

治療は薬剤投与の中止

塩酸メフロキン，ミルタザピンによる有効性の報告がある

4. 無症候性PMLの段階で治療を開始することが望まれる

PPは免疫再構築症候群を来し，機能障害が増悪する可能性がある


